
安
部
健
夫
博
士
略
歴

明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
五
日
三
段
崎
本
臓
の
頁
男
と
し
て
山
形

牒
米
津
市
に
生
る
。
母
と
ら
。

明
治
四
十
三
年
三
月
二
十
三
日

養
母
よ
し
。

安
部
家
に
入
る
。
養
父
仁
兵
衛
、

雄
順
中
拳
卒
業
。

第
三
高
等
豪
校
文
科
甲
類
入
皐
。

卒
業
。

大
正
十
三
年
三
月

同
年
四
月

大
正
十
三
年
三
月

同
年
四
月

京
都
帝
園
大
島
一
豊
皐
部
農
林
経
済
拳
科
入
皐
。

退
皐
。

大
正
十
四
年
三
月

京
都
帝
園
大
息
女
皐
部
史
拳
科
入
皐
。

昭
和
三
年
三
月
三
十
日
京
都
帝
園
大
事
文
皐
部
史
皐
科
卒
業
(
東

洋
史
拳
専
攻
)
。
卒
業
論
文
「
回
鵠
五
城
考
」
。

同
年
三
月
三
十
一
日
京
都
帝
国
大
拳
文
拳
部
副
手
を
嘱
託
せ
ら
る
。

京
都
帝
園
大
皐
大
事
院
入
皐
。

同
年
四
月

同
年
五
月
三
日

同
年
五
月
十
七
日

京
都
帝
園
大
皐
文
皐
部
嘱
託
を
解
か
る
。
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昭
和
四
年
五
月
一
日

ス
v

。

東
方
文
化
皐
院
京
都
研
究
所
助
手
に
任
ぜ
ら

昭
和
五
年
八
月
三
十
一
日
東
方
文
化
皐
院
京
都
研
究
所
助
手
を
兎

ぜ
ら
れ
、
東
方
文
化
率
院
京
都
研
究
所
研
究
員
を
嘱
託
せ
ら
る
。

昭
和
八
年
五
月
十
日

昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日

託
を
解
か
る
。

同
年
十
二
月
十
日

昭
和
十
年
九
月
十
八
日

京
都
帝
園
大
皐
大
拳
院
退
準
。

東
方
文
化
拳
院
京
都
研
究
所
研
究
員
鳴

第
三
高
等
拳
校
講
師
を
嘱
託
せ
ら
る
。

士
ロ
津
て
い
と
結
婚
。

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日

第
三
高
等
拳
校
講
師
嘱
託
を
解
か
れ
、

第
三
高
等
皐
校
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。
，

昭
和
十
二
年
五
月
八
日

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

せ
ら
る
。

昭
和
十
四
年

一
月
三
十
日

鳴
託
せ
ら
る
。

同
年
八
月
二
十
四
日

長
男
勅
夫
生
る
。
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京
都
帝
園
大
皐
文
拳
部
講
師
を
嘱
託

東
方
文
化
率
院
京
都
研
究
所
研
究
員
を

長
女
玖
美
子
生
る
。

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
日
京
都
帝
園
大
拳
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、

人
文
科
皐
研
究
所
所
員
に
補
せ
ら
る
。

同
年
九
月
十
一
日

昭
和
十
六
年
十
二
月
五
日

武
女
瑳
知
子
生
る

0
4

参
女
千
鶴
子
生
る
。
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昭
和
十
七
年
六
月
三
十
日

日
出
設
す
。

満
洲
園
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
月
八

同
年
八
月
二
十
七
日

京
女
瑳
知
子
死
す
。

昭
和
十
八
年
八
月
六
日

満
洲
園
よ
り
蹄
園
す
。

同
年
九
月
十
二
日

参
女
千
鶴
子
死
す
。

京
都
大
皐
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
人
文
科

準
研
究
所
勤
務
を
命
ぜ
ら
る
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
九
日

同
年
九
月
三
十
日

人
文
科
皐
研
究
所
所
長
に
補
せ
ら
る
。

昭
和
二
十
四
年
十
月
一
日

人
文
科
皐
研
究
所
所
長
を
兎
ぜ
ら
る
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日

槍
嘗
を
命
ぜ
ら
る
。

京
都
大
皐
大
拳
院
文
畢
研
究
科
の
授
業

昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
六
日
「
西
ウ
イ
グ
ル
園
史
の
研
究
」
に
よ

り
、
文
事
博
土
の
皐
位
を
授
け
ら
る
。

逝
去
。
従
二
位
動
三
等
に
叙
せ
ら
る
。

法
暁
は
寒
月
院
竹
林
健
夫
居
士
。

昭
和
三
十
四
年
二
月
二
十
日

昭
和
三
十
四
年
五
月
三
十
一
日

京
都
嵯
峨
清
涼
寺
に
葬
る
。

安
部
博
士
著
作
目
録

著

書

名

西
ウ
ィ
グ
ル
園
史
の
研
究

中
園
人
の
天
下
観
念

|
政
治
思
想
史
的
試
論
l

論

題

目

生
熟
券
支
給
制
度
略
考

大
元
遇
制
解
説

|
新
刊
本
「
遜
制
候
格
」

の
紹
介
に
代
へ
て
|

元
史
刑
法
志
と
「
元
律
」
と

の
開
係
に
就
い
て

元
代
「
投
下
」
の
語
源
考 書

護
行
所

主
文
堂
書
陪

燕
京
・
同
志
社

東
方
文
化
講
座

委
員
舎

文

掲
載
雑
誌
書

記桑
東念原
洋博
史士
論還
叢暦

東
方
皐
報

京
都

東
方
皐
報

京
都

東
洋
史
研
究

一一一ノ六

護
行
年
月

昭
和
三
十
年
三
月

昭
和
三
十
一
年四

月
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護
行
年
月

昭
和
六
年
一
月

昭
和
六
年
三
月

昭
和
六
年
十
一
月

昭
和
十
三
年
九
月



八
旗
満
洲
ニ
ル
の
研
究
ハ
円
。

清
朝
と
華
夷
思
想

清
代
に
於
け
る

奥
嘗
業
の
趨
勢

八
|旗

人ニと瀬
的ノレく洲
構ににユ
造お天ノレ
|け命の
甲る初研
土上期究
の部の
篇

清元
時
代
の
包
銀
制
の
考
究

羽
田
博
士
と

ウ
イ
グ
ル
研
究

米
穀
需
給
の
研
究

|
『
薙
正
史
』
の
一
章
と

し
て
み
た
|

耗
羨
提
解
の
研
究

-
『
薙
正
史
』
の
一
章
と

し
て
み
た
|
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績
元
典
章
札
記
三
則

東
亜
人
文
皐
報

一
ノ
四

一
一
ノ
二

人
文
科
皐一

ノ

記羽
東念田
洋博
史土
論煩
叢蕎

東
方
皐
報

京
都
二
十

中
園
史
拳
入
門

東
方
撃
報

京
都
二
十
四

東
方
拳

十

東
洋
史
研
究

十
五
ノ
四

東
洋
史
研
究

十
六
ノ
四

記石
東念演
洋先
畢 生
論古
叢 稀

昭
和
十
七
年

二
月
・
七
月

昭
和
二
十
一
年

十
二
月

昭
和
二
十
五
年

十
一
月

昭
和
二
十
六
年三

月

昭
和
二
十
六
年

十
一
月

昭
和
二
十
九
年一一月

昭
和
三
十
年
十
月

昭
和
三
十
二
年三

月

昭
和
三
十
三
年三

月

昭
和
三
十
三
年

十
一
月

元
代
知
識
人
と
科
事
(
遺
稿
)

敵

文

著

史
林四

十
二
ノ
六

作

昭
和
三
十
四
年

十
一
月

d〈
Y
O
B
S
-
F
o
p
-
丹色。ご
v
o
d司
g円

C
-
m
v
Rえ

白
日
〈
伶
円
』
ロ

E
-
2
〈

o
z
g
o
o同

F
o
N
E
σ
ロロ
'
W印
品
川

ω
w
p

問
。
ロ

wuる
凹
山
、
。
同
司
α門
o
d
E〈
OB-同
一
予
間
判
。
同
0
・
E
E・
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